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提言にあたって

私たちの相模湖町地域は、高尾山や石老山などの潤いある豊かな自然
に囲まれ、昭和２２年に完成した相模ダムによって生まれた相模湖を中
心に、水やみどりと触れ合う地域づくりが積極的に進められてきた地域
です。
昭和３９年の東京オリンピックや昭和３０年と平成１０年の国民体育
大会においてカヌーやボート競技の会場となり、県内外から多くの来場
者が当地を訪れました。
また、中央自動車道相模湖インターチェンジの開設効果で、昭和４８
年には年間約３８９万人の観光客が訪れる観光地として栄え、現在でも
「相模湖」のネームバリューは全国的です。
しかし、中央自動車道河口湖線の開通や国民のレジャーに対するニー
ズの多様化などにより観光客数は急激に減少し、観光客数は現在、年間
６４万人余りの状態です。
平成１８年３月２０日に相模原市と合併し新たなスタートを切りまし
たが、私どもの地域を取り巻く社会環境は依然として厳しく、人口の減
少、駅前商業地の衰退、一人暮らしの高齢者の増加、水源地域を取り巻
く環境問題など、安全で安心に、そしていきいきと快適に暮らすために
解決しなければならない課題が山積しております。
このような状況を踏まえ、相模湖町地域の「まちづくり」に関する提
言にあたっては、本地域協議会が、住みよい魅力ある地域づくり、子ど
もたちが郷土を愛し住んで良かったと思える地域への発展を目指して、
様々な角度からきめ細かい意見を出し合い議論を重ね、ここに提言書を
まとめました。
私どもの地域の住民生活は、一昨年の合併を契機に大きく変化しよう
としております。住民は将来の「まちづくり」にこれまでにも増して大
きな期待を持っており、この提言書の１つ１つの内容は地域にとって欠
くことのできないものばかりです。
相模原市におかれましては、合併時に地域住民にお示しいただいた「新
市まちづくり計画」の着実な推進を図るとともに、この提言書に盛り込
まれた内容を一つでも多く新たな総合計画及び都市計画マスタープラン
の策定に活かしていただき、地域住民と協働したまちづくりを更に推進
されるよう提言いたします。
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